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1. 2024年12月期第2四半期（中間期）の連結業績（2024年1月1日～2024年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年12月期中間期 11,193 7.4 1,193 ― 926 ― 855 ―

2023年12月期中間期 10,424 △46.6 △775 ― △835 ― △1,297 ―

（注）包括利益 2024年12月期中間期　　879百万円 （―％） 2023年12月期中間期　　△1,401百万円 （―％）

1株当たり中間純利益
潜在株式調整後

1株当たり中間純利益
円 銭 円 銭

2024年12月期中間期 43.30 32.45

2023年12月期中間期 △65.69 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年12月期中間期 29,321 4,660 15.9

2023年12月期 30,001 3,784 12.6

（参考）自己資本 2024年12月期中間期 4,660百万円 2023年12月期 3,784百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2024年12月期 ― 0.00

2024年12月期（予想） ― 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年12月期の連結業績予想（2024年 1月 1日～2024年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,500 △3.6 1,900 75.9 1,400 164.2 1,300 170.8 65.83

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年12月期中間期 22,400,000 株 2023年12月期 22,400,000 株

② 期末自己株式数 2024年12月期中間期 2,650,747 株 2023年12月期 2,650,747 株

③ 期中平均株式数（中間期） 2024年12月期中間期 19,749,253 株 2023年12月期中間期 19,749,253 株

※ 第2四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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前中間

連結会計期間

当中間

連結会計期間
対前年同期比

・国内ワックス販売

　　売上高（百万円） 5,959 6,726 +766

　　数量（トン） 13,717 12,741 △976

・輸出ワックス販売

　　売上高（百万円） 2,760 3,552 +791

　　数量（トン） 9,223 10,174 +951

・重油販売

　　売上高（百万円） 1,607 839 △768

　　数量（キロリットル） 19,814 8,649 △11,165

・その他商品販売

　　売上高（百万円） 95 74 △20

・総売上高（百万円） 10,424 11,193 +768

・営業利益又は営業損失（△）（百万円） △775 1,193 +1,968

・経常利益又は経常損失（△）（百万円） △835 926 +1,761

・親会社株主に帰属する中間純利益又は

親会社株主に帰属する中間純損失（△）（百万円）
△1,297 855 +2,152

１．経営成績等の概況

（１）当中間期の経営成績の概況

当中間連結会計期間（2024年１月１日～2024年６月30日）の世界経済を概観すると米国においては、政策金利

の誘導目標レンジを年初来据え置きにしており、物価上昇率は鈍化し始めたものの、米国経済は堅調に推移して

います。一方日本においては、日米金利差を踏まえた円安も一因となって想定以上に物価高が続いており、その

影響による内需低迷を背景に日本経済は足踏みしている状況です。また、中国においては、長引く不動産不況と

雇用不安が内需を圧迫しており、中国経済の低迷が継続しています。

このような環境下、ワックス主原料を始めほぼ全ての資材価格の上昇に加え、国内外での物流の逼迫並びに運

賃の高騰等のコストアップに見舞われ非常に厳しい事業環境となりましたが、当社グループでは「中期経営計画

（23-27）」に掲げた原料処理含めたワックス・重油生産での構造改革を着実に推進すると共に全社的な固定費

削減を徹底し、またお客様には当社ワックス製品の価格改定に対するご理解を賜りました。

その結果、当中間連結会計期間の当社グループ業績は対前年同期比増益となりました。

（２）当中間期の財政状態の概況

①　財政状態

当中間連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比較して679百万円減少の29,321百万円とな

りました。これは主として現金及び預金の増加額248百万円、受取手形及び売掛金の減少額362百万円、棚卸資産

の増加額64百万円、流動資産その他の減少額264百万円、有形固定資産その他の減少額373百万円等によるもので

す。

これに対して負債合計は、前連結会計年度末に比較して1,555百万円減少の24,661百万円となりました。これ

は主として支払手形及び買掛金の減少額314百万円、短期借入金の減少額1,022百万円、流動負債その他の減少額

228百万円等によるものです。

また純資産合計は、前連結会計年度末に比較して876百万円増加の4,660百万円となりました。これは主として

利益剰余金の増加額851百万円等によるものです。
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②　キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比較して

248百万円増加し2,083百万円となりました。

当中間連結会計期間における区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、1,390百万円（前年同期比370百万円の収入減）となりました。これは主とし

て税金等調整前中間純利益917百万円、減価償却費480百万円、売上債権の減少額366百万円、仕入債務の減少額

314百万円、未払金の減少額400百万円、未払消費税等の増加額344百万円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、92百万円（前年同期は185百万円の収入）となりました。これは主として有

形及び無形固定資産の取得による支出92百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、1,073百万円（前年同期比1,146百万円の支出減）となりました。これは主と

して短期借入金の純減額1,041百万円等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年12月期の通期連結業績予想につきましては、2024年２月14日公表の予想値を修正しています。詳細につ

きましては、本日公表の「2024年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,835 2,083

受取手形及び売掛金 3,178 2,816

商品及び製品 5,840 5,967

原材料及び貯蔵品 3,039 2,977

その他 400 135

貸倒引当金 △3 △2

流動資産合計 14,291 13,979

固定資産

有形固定資産

土地 9,291 9,289

その他（純額） 5,668 5,295

有形固定資産合計 14,960 14,585

無形固定資産 101 96

投資その他の資産 646 660

固定資産合計 15,709 15,342

資産合計 30,001 29,321

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,261 947

短期借入金 15,353 14,331

未払法人税等 13 6

賞与引当金 55 57

修繕引当金 52 88

その他 1,420 1,191

流動負債合計 18,157 16,624

固定負債

長期借入金 4,730 4,724

再評価に係る繰延税金負債 2,891 2,891

退職給付に係る負債 29 30

その他 407 390

固定負債合計 8,058 8,037

負債合計 26,216 24,661

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 65 65

利益剰余金 △1,268 △417

自己株式 △674 △674

株主資本合計 △1,776 △925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 0 0

土地再評価差額金 5,544 5,548

為替換算調整勘定 16 37

その他の包括利益累計額合計 5,560 5,585

純資産合計 3,784 4,660

負債純資産合計 30,001 29,321

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日

　至　2024年６月30日)

売上高 10,424 11,193

売上原価 9,983 8,884

売上総利益 440 2,308

販売費及び一般管理費 1,215 1,115

営業利益又は営業損失（△） △775 1,193

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 7 5

受取保険金 28 －

受取賃貸料 9 10

為替差益 15 －

その他 10 13

営業外収益合計 72 29

営業外費用

支払利息 116 279

為替差損 － 5

その他 15 11

営業外費用合計 132 296

経常利益又は経常損失（△） △835 926

特別利益

固定資産売却益 29 －

投資有価証券売却益 134 －

特別利益合計 163 －

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 12 0

減損損失 － 8

投資有価証券売却損 2 －

事業構造改善費用 584 －

特別損失合計 599 8

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純損

失（△）
△1,270 917

法人税等 26 62

中間純利益又は中間純損失（△） △1,297 855

非支配株主に帰属する中間純利益 － －

親会社株主に帰属する中間純利益又は親会社株主に

帰属する中間純損失（△）
△1,297 855

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

中間純利益又は中間純損失（△） △1,297 855

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △110 0

為替換算調整勘定 6 20

土地再評価差額金 － 3

その他の包括利益合計 △104 24

中間包括利益 △1,401 879

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △1,401 879

非支配株主に係る中間包括利益 － －

（中間連結包括利益計算書）

（中間連結会計期間）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2023年１月１日
　至　2023年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益又は税金等調整前中間純

損失（△）
△1,270 917

減価償却費 527 480

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △1

賞与引当金の増減額（△は減少） △11 1

修繕引当金の増減額（△は減少） △69 36

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △59 0

受取利息及び受取配当金 △7 △5

受取保険金 △28 －

支払利息 116 279

為替差損益（△は益） 3 △12

固定資産売却損益（△は益） △29 －

固定資産除却損 12 0

減損損失 － 8

投資有価証券売却損益（△は益） △131 －

売上債権の増減額（△は増加） 850 366

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,300 △47

仕入債務の増減額（△は減少） △782 △314

未払金の増減額（△は減少） 648 △400

未払又は未収消費税等の増減額 1,076 344

その他 △309 △149

小計 1,833 1,503

利息及び配当金の受取額 8 6

保険金の受取額 28 －

利息の支払額 △100 △99

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △9 △19

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,760 1,390

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △215 △92

有形固定資産の売却による収入 90 －

投資有価証券の取得による支出 △0 －

投資有価証券の売却による収入 309 －

その他 0 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 185 △92

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,542 △1,041

長期借入金の返済による支出 △613 △12

配当金の支払額 △0 △0

その他 △63 △19

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,219 △1,073

現金及び現金同等物に係る換算差額 1 23

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △272 248

現金及び現金同等物の期首残高 2,039 1,835

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,767 2,083

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2023年１月１日　至　2023年６月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略していま

す。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

　当社グループは、石油精製及び石油製品の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略していま

す。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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